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平
成
二
十
年
度
予
算
が
市
議
会
に
提
案
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。
 

　
今
年
度
の
予
算
は
、
将
来
を
見
据
え
て
、
財
政
の
健
全
化
に
取
り
組
む
緊
縮
型
予
算

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
加
東
市
総
合
計
画
を
実
践
に
移
し
、
住
み
よ
い
、
暮
ら
し
よ
い
、

パ
ワ
フ
ル
な
加
東
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
を
数
多
く
盛
り
込
み
、
三
つ
の
重
要
課
題

と
六
つ
の
推
進
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
実
効
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

みんなでつくる加東をめざして 

平成20年度のまちづくり 
重
要
課
題
 

①
 
行
財
政
改
革
の
推
進
 

重
要
課
題
 

②
 
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
 

重
要
課
題
 

③
 
産
業
基
盤
の
充
実
 

具
体
的
施
策
 

六
つ
の
推
進
プ
ラ
ン
 

   
行
財
政
改
革
大
綱
の
「
集
中
改
革
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
き
、
事
務
事
業
の
再
編
、
整

理
・
縮
小
、
適
正
な
定
員
管
理
、
民
間
委

託
の
推
進
な
ど
、
ス
リ
ム
で
効
率
的
な
行

政
運
営
を
目
指
す
取
り
組
み
で
す
。
 

　
財
政
健
全
化
法
の
施
行
や
、
県
が
進
め

る
行
財
政
構
造
改
革
に
よ
る
市
の
事
業
へ

の
影
響
な
ど
、
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い

ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
将
来

に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
を
確

立
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い

き
ま
す
。
 

　
　
 

 　
一
人
ひ
と
り
の
健
康
と
地
域
の
安
全
、

そ
し
て
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
絆
か
ら

生
ま
れ
る
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ

く
る
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。
 

【
安
全
・
安
心
】
 

　
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
、
環
境
対
策
、
交
通
安

全
対
策
、
防
犯
対
策
や
防
災

力
の
強
化
を
地
域
と
の
連
携

で
よ
り
一
層
進
め
ま
す
。
ま

た
、
暮
ら
し
の
基
盤
と
な
る

生
活
道
路
、
幹
線
道
路
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
整
備
や
維
持

管
理
を
緊
急
性
・
重
要
性
を
考
慮
し
な
が

ら
計
画
的
に
進
め
ま
す
。
 

【
健
康
・
福
祉
】
 

　
生
活
習
慣
病
に
重
点
を
置
く
医
療
制
度

改
革
に
対
応
し
な
が
ら
、
疾
病
の
早
期
発

見
・
予
防
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
や
地
域
包

括
に
よ
る
介
護
支
援
事
業
な
ど
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
や
子
育
て
支
援

を
推
進
し
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
高
齢

者
や
障
害
者
が
社
会
の
中
で
い
き
い
き
と

し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

展
開
し
ま
す
。
 

【
教
育
・
文
化
】
 

　
基
礎
学
力
の
向
上
や
道
徳
教
育
の
充
実

を
目
指
す
新
学
習
指
導
要
領
に
沿
っ
た
人

間
力
を
高
め
る
教
育
施
策
の
充
実
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
を
広

げ
る
イ
ベ
ン
ト
や
文
化
事
業
を
計
画
す
る

と
と
も
に
、
伝
統
行
事
の
保
存
に
努
め
、

ふ
る
さ
と
を
守
り
、
人
を
愛
す
る
や
さ
し

い
心
を
育
み
ま
す
。
 

  　
産
業
の
元
気
と
、
そ
れ
を
つ
く
り
出
す

人
の
元
気
を
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
さ
せ
、
 

 

「
ま
ち
の
元
気
と
に
ぎ
わ
い
」
を
つ
く
る

取
り
組
み
で
す
。
 

　
雇
用
と
市
の
財
政
運
営
を
支
え
る
工
業

団
地
へ
の
企
業
進
出
は
、
地
域
を
活
性
化

さ
せ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
活
力
が
み
な

ぎ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
よ
り
一
層
、
積
極

的
な
企
業
誘
致
を
進
め
ま
す
。
 

　
観
光
資
源
、
文
化
資
源
を
ま
ち
の
に
ぎ

わ
い
と
市
民
の
み
な
さ
ま
の
誇
り
に
つ
な

げ
る
た
め
、
県
内
外
へ
の
発
信
を
強
化
し
、

観
光
協
会
や
企
業
、
地
域
の
方
々
と
連
携

し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
計
画
し
、
ま
ち
の

活
力
の
増
幅
を
図
り
ま
す
。
 

　
農
業
経
営
は
、
酒
米
山
田
錦
を
中
心
と

し
た
稲
作
を
中
心
に
、
意
欲
の
あ
る
担
い

手
を
支
え
、
農
地
の
有
効
利
用
を
進
め
る

ほ
か
、
魅
力
あ
る
農
業
振
興
施
策
の
展
開

に
取
り
組
み
ま
す
。
 

　
地
域
の
情
報
化
は
、
現
在
の
社
会
生
活

に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
り
ま

し
た
。
加
東
の
魅
力
で
あ
る
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
事
業
は
、
市
内
全
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
網
が
完
成
し
、
い
よ
い
よ
全
市
域
連
携

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
向
け
た

環
境
が
整
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
地

域
資
源
の
増
幅
と
市
民
の
み
な
さ
ま
の
さ

ら
な
る
一
体
感
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
 

     ①
は
ぐ
く
み
　
「
教
育
・
文
化
・
ス

　
ポ
ー
ツ
」
の
推
進
プ
ラ
ン
 

【
新
規
事
業
な
ど
】
 

（１）
東
条
西
小
学
校
プ
ー
ル
の
改
修
工
事
な
 

　
ど
、
学
校
施
設
の
整
備
 

（２）
ふ
る
さ
と
の
移
り
変
わ
り
を
写
真
で
展

　
示
す
る
写
真
今
昔
展
 

（３）
加
東
遺
産
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、

　
看
板
を
作
成
 

（４）
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
招
い
て
の
陸
上

　
教
室
の
実
施
 

（５）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
夏
季
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
の
実
施
 

 ②
や
す
ら
ぎ
�

「
環
境
・
交
通
安
全
・

　
防
災
防
犯
」
の
推
進
プ
ラ
ン
 

【
新
規
事
業
な
ど
】
 

（１）
犯
罪
抑
止
効
果
が
高
い
と
い
わ
れ
る
青

　
色
防
犯
灯
の
設
置
 

（２）
滝
野
東
小
・
滝
野
南
小
・
滝
野
中
学
校

　
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
 

（３）
指
定
避
難
所
の
見
直
し

　
に
伴
う
避
難
所
案
内
看

　
板
の
設
置
 

（４）
災
害
対
応
特
殊
消
防
ポ

　
ン
プ
自
動
車
の
導
入
　
 

（５）
高
規
格
救
急
車
の
更
新
 

（６）
環
境
基
本
条
例
制
定
に
よ
る
や
す
ら
ぎ

　
環
境
づ
く
り
 

（７）
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

　
ク
処
理
の
委
託
 

 ③
や
さ
し
さ
　
「
子
育
て
・
健
康
・

　
福
祉
」
の
推
進
プ
ラ
ン
 

【
新
規
事
業
な
ど
】
 

（１）
保
育
所
の
障
害
児
保
育
に
独
自
助
成
　
 

（２）
鴨
川
児
童
館
を
へ
き
地
保
育
所
に
変
更
 

（３）
第
四
子
以
降
の
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
に
対

　
し
て
祝
金
を
支
給
 

（４）
生
後
四
か
月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
を
訪
問

　
す
る
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
 

（５）
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

　
回
線
を
活
用
し
た

　
健
康
指
導
を
拡
大
 

（６）
妊
婦
健
康
診
査
費
助
成
事
業
の
拡
充
 

（７）
福
祉
事
業
関
連
の
計
画
の
策
定
 

（８）
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
 

（９）
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
事
業
の
拡
充

　（
小
学
三
年
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

　
と
六
年
生
ま
で
の
入
院
費
全
額
助
成
）
 

 ④
ゆ
た
か
さ
　
「
産
業
基
盤
・
地
域

　
活
力
」
の
推
進
プ
ラ
ン
 

【
新
規
事
業
な
ど
】
 

（１）
良
好
な
農
業
環
境
を
つ
く
る
経
営
体
育

　
成
基
盤
整
備
事
業
や
県
営
た
め
池
整
備
 

　
事
業
 

（２）
農
業
振
興
の
た
め
の
取

　
り
組
み
 

（３）
山
田
錦
の
Ｐ
Ｒ
事
業
 

（４）
農
地
を
守
る
た
め
の
農
地
・
水
・
環
境

　
保
全
向
上
対
策
事
業
 

（５）
優
遇
措
置
に
よ
る
企
業
立
地
促
進
事
業
 

 ⑤
う
る
お
い
　
「
都
市
基
盤
・
情
報
・

　
道
路
交
通
」
の
推
進
プ
ラ
ン
 

【
新
規
事
業
な
ど
】
 

（１）
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
し
た
Ｓ
Ｔ
Ｂ
の

　
設
置
 

（２）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
高
速
化
 

（３）
幹
線
道
路
・
生
活
道
路
の
整
備
 

（４）
滝
野
駅
西
側
広
場
の
や
す
ら
ぎ
景
観
づ

　
く
り
事
業
 

（５）
市
営
住
宅
高
岡
団
地
の
建
替
 

（６）
市
営
住
宅
へ
の
火
災
警
報
　

　
器
の
設
置
 

（７）
水
道
事
業
の
計
画
的
な
統
　

　
一
 

（８）
社
地
域
市
街
地
の
ユ
ニ
バ
ー

　
サ
ル
社
会
づ
く
り
事
業
に
着
手
　
 

 ⑥
さ
さ
え
あ
い

「
人
権
・
コ
ミ
ュ
ニ

　
テ
ィ
・
地
域
経
営
」の
推
進
プ
ラ
ン
 

【
新
規
事
業
な
ど
】
 

（１）
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
の
 

　
策
定
 

（２）
水
道
料
金
の
コ
ン

　
ビ
ニ
収
納
　
 

 
（３）
社
庁
舎
横
に
イ
ル

　
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
設

　
置
 

（４）
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
作
成
 

（５）
加
東
手
づ
く
り
文
庫
を
作
成
 

（６）
市
を
代
表
す
る
風
景
二
〇
選
を
選
定
 

（７）
兵
庫
教
育
大
学
創
立
三
十
周
年
記
念
事

　
業
　
 

（８）
加
東
音
頭
・
応
援
歌
を
発
表
 

（９）
市
の
花
・
木
を
発
表
 

（１０）
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
補
助
 

平成20年度の予算総額 

336億3,682万円 （前年度比0.6％減） 
会計別予算（前年度との比較） 

【一般会計予算の内訳】 

区分 
項目 平成20年度 

予算（千円） 
平成19年度 
予算（千円） 

伸び率 
（%） 

一 般 会 計  

国 民 健 康 保 険  

老 人 保 健  

介護保険保険事業 

介護保険サービス事業 

診 療 所  

下 水 道 事 業  

農業集落排水事業 

コミュニティプラント事業 

後期高齢者医療 

計 

病 院 事 業 

水 道 事 業 

下 水 道 事 業 

計 

　 合 　 　 　 計 　  

特
　
別
　
会
　
計
 

企
業
会
計
 

16,810,000

3,653,000 

525,800 

2,360,200 

857,300 

0 

0 

0 

0 

331,900 

7,728,200

2,989,176 

1,912,308 

4,197,137 

9,098,621

33,636,821

16,228,000

3,808,000 

3,692,900 

2,342,700 

508,300 

211,400 

1,862,800 

367,000 

261,400 

0 

13,054,500

2,890,624 

1,666,812 

0 

4,557,436

33,839,936

3.59

△4.07 

△85.76 

0.75 

68.66 

皆減 

皆減 

皆減 

皆減 

 皆増 

△40.80

3.41 

14.73 

皆増 

99.64 

 △0.60

※一般会計は、合併特例債を活用して、好条件で基金（貯金）を積み立て

　たり、高い利息の起債（借金）を低い利息に借り換えたりしたために約

　3.6%増加していますが、それらを除くと0.2%の減額となっています。 

※老人保健特別会計は、後期高齢者医療制度が始まるため、大きな減額

　になっています。 

※診療所会計は、東条診療所を民営化したため廃止します。 

※下水道事業、農業集落排水事業、コミュニティプラント事業の下水道

　関連の特別会計はすべて廃止し、企業会計へ変更しています。これは、

　下水道事業の経営の状況をより明らかにして、さらに効率的な運営を

　目指すためです。 

一般会計 

168億1,000万円 

歳出 

▼
  歳入 

▼
  

◆市税（42.9%） 
　72億1,361万円 
 

◆地方交付税（15.6%） 
　26億2,000万円 
 

◆市債（9.1%） 
　15億3,660万円 

◆国庫支出金（6.4%） 
　10億7,825万円 

◆県支出金（4.6%） 
　7億7,971万円 
 

◆使用料および手数料（3.7%） 
　6億2,660万円 
 

◆繰入金（3.0%） 
　4億9,986万円 

◆その他（14.7%） 
　24億5,537万円 
 
 

◆その他（1.9%） 
　3億2,096万円 
 

◆商工費（1.3%） 
　2億2,657万円 
 

◆農林水産業費（3.6%） 
　6億502万円 
 

◆消防費（4.5%） 
　7億5,125万円 

◆教育費（7.7%） 
　12億9,734万円 
 

◆衛生費（8.6%） 
　14億4,883万円 

◆公債費（14.0%） 
　23億4,741万円 

◆土木費（16.1%） 
　27億363万円 
 

◆総務費（16.3%） 
　27億3,837万円 
 

◆民生費（26.0%） 
　43億7,062万円 


